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令和８年度 青森県介護支援専門員同行型研修 

受講者募集について 
 

 

 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 本会の事業活動につきましては、平素よりご支援とご協力を賜り感謝申し上げます。

さて、本会では、２０１５年より「介護支援専門員同行型研修」を開催してきました。 

今年度もＯＪＴの機会が十分ではない介護支援専門員に対し、アドバイザー(主任 

介護支援専門員)及び専門職アドバイザーによるケアマネジメントプロセスのアセス 

メント、プランニング、サービス担当者会議及びモニタリングへの同行演習、受講者に

よる発表等をプログラムとしております。 

令和６年度より介護支援専門員法定研修カリキュラムに「適切なケアマネジメント 

手法」が取り入れられました。この手法の実践の定着・普及に向けて、更には主任介護

支援専門員の指導力向上と専門職アドバイザーの実践力を高めるための一助となる 

ような研修会にしたいと思っております。 

つきましては、受講を希望される方は、別紙介護支援専門員同行型研修実施要綱を  

確認し、下記 URL または、当協会ホームページの申込フォームより本研修への申込みを

お願いいたします。 

                                     

記 

 

1. 実 施 期 間    令和８年１０月２日(金)～令和８年１月１９日(火) 

2. 申 込 期 日    令和８年９月１５日(火) 

3. 申 込 先   https://agcrm-vm-0005.agcrm.com/wfa/acma/New/Index?formId=0d2c6bc7-ceca-48a8-9121-3595b5ebb93a  

4． 受 講 料    無料 

5. お問い合わせ    公益社団法人青森県介護支援専門員協会事務局 

TEL 017－721－3731   FAX 017－721－3732 

Mail info@aomori-cma.or.jp 

 

  
同行型研修ってなに？ 

研修内容の詳細や、受講者・事業所管理者のコメントを 

ここから見ることができます。 

右記 QR コードよりご覧ください。 



令和８年度 青森県介護支援専門員同行型研修実施要綱 

 

1. 目的  

地域における人材育成の観点から、実務経験年数の少ない介護支援専門員等に対し、主任介護支援  

専門員等による実習型同行研修を実施することにより、介護支援専門員の実務能力の向上及び主任 

介護支援専門員の指導力の向上を図ることを目的としています。 

 

2. 実施機関 

公益社団法人青森県介護支援専門員協会 

医療介護総合確保促進法に基づく県計画（介護分） 

（令和８年度青森県介護従事者の確保に関する事業「青森県介護支援専門員ケアマネジメントの標準 

化事業」） 

 

3. 受講対象者 

県内の地域包括支援センター・介護予防支援事業所及び居宅介護支援事業所、施設 等に勤務し、実務

経験年数の少ない介護支援専門員 等 

 

4. 募集人数 

20 名 

 

5. 研修内容 

➀初日全体研修 

・実施機関により組み合わせたアドバイザー（主任介護支援専門員）と受講者がペアとなり、受講者

が担当する事例をもとにアセスメント確認演習を実施する。 

・アセスメントとケアプランを客観的に確認することでアドバイザーと受講者の間で視点を共有化し、

研修目標を設定する。 

・アセスメントに専門職アドバイザーが必要な場合には、アドバイザーと話し合い、専門職種等の  

選定を行う。 

 

※専門職アドバイザー 過去実績より 薬剤師、看護師、理学療法士、作業療法士、管理栄養士、 

                     精神保健福祉士、公認心理師、歯科衛生士 等 

 

  ②個別同行実習 

  ・アドバイザー、専門職アドバイザーがアセスメントの確認を行う。 

・受講者担当事例のサービス担当者会議への出席、モニタリング訪問の際、同行する。 

・受講者のサービス担当者会議での進行、調整、会議録作成に係る能力の習得状況及びモニタリング、

事後調整のあり方を確認する。 

 

  ③最終日全体研修 

  ・受講者が口頭発表による研修の振り返りをする。他の受講者との学習成果の共有を図る。 



・口頭発表の実施方法を学ぶ機会とする。 

・受講者所属事業所の管理者も同席してもらい、学習成果を確認する。 

・全体研修については、本研修参加者に限らず地域の介護支援専門員やその管理者、地域包括支援 

センター職員及び作業療法士、理学療法士等、他専門職からの参加も受付する。 

 

6. 申し込み方法 

希望者は案内文記載の URL または当協会ホームページ「研修のお知らせ」から申込みフォームに   

アクセスし、必要事項を入力お願いいたします。         

 

7. 申込期限 

令和８年９月１５日(火)  

 

8. 受講の決定 

先着順として、定員を超過した場合には調整の上受講生を決定いたします。 

受講決定通知書は９月２４日(木)までに勤務先へ発送いたします。 

 

9. 受講料 

本研修は、医療介護総合確保促進法に基づく（令和８年度青森県介護従事者の確保に関する事業  

「青森県介護支援専門員ケアマネジメントの標準化事業」）として実施するため、 

受講料は無料とします。 

ただし、研修に使用する資料の印刷費及び通信費等については、受講者が負担するものとします。 

 

10. 個人情報について 

  受講申込書に記載された個人情報については、適正に管理を行い、本研修や、希望者への研修案内  

通知以外の目的に利用することはありません。 

 

  



 

 

令和８年度 介護支援専門員同行型研修スケジュール  
  

 日 時 受講生 アドバイザー 場 所 

初 

日 

全 

体 

研 

修 

10/２ 

（金） 

12：30～ 

12：55 
会場入室 

青森県総合社会 

教育センター 

 

(青森市荒川字藤戸 

119-7 

青森県立図書館隣） 

13：00～ 

13：10 

○開講挨拶 

公益社団法人青森県介護支援専門員協会 会長 木谷牧子 氏 

13：10～ 

14：10 

適切なケアマネジメント手法

の考え方について 

他、発表スライドの作成方法 

昨年度同行型研修 意見交換会 

同行型研修の進め方について 

14: 10～ 

14: 20 
休憩 

14：20～ 

 14：50 

配布資料・提出書類について 

ワークシート等の説明及び記入方法の説明 

14: 50～ 

16: 30 

・アセスメント確認（提出事例について） 

・専門アドバイザー選定     

・同行研修日程の打合せ 

・最終日全体研修について 

同 

行 

研 

修 

11 月 

から 

12 月 

 

 

個別面談① ペアとなったアドバイザーと受講生で事例の 

確認、日時、実習の順序、実習場所など同行 

実習するための最終調整 

 

個別実習② サービス担当者会議同行 

  (受講者担当事例) 

 

個別実習③ モニタリング場面同行 

  (受講者担当事例) 

 

※個別面談の場所等に関しては、アドバイザー(主任介護 

支援専門員)と受講生で 10/2（金）の全体研修にて打合せ 

して決定すること。 

 

各ペアで調整 



※最終日全体研修のスケジュールは受講者２０名想定でのスケジュールとなっております。 

受講者数によってはスケジュール及び終了時刻が変更となる場合がございますのでご了承ください。 

 

 日 時 受講生 アドバイザー 場 所 

最 

終 

日 

全 

体 

研 

修 

１/19

（火） 

12：30～ 

12：40 
オリエンテーション 

Zoom によるオンライン

配信 

12：40～ 

12：50 

○開講挨拶 

公益社団法人青森県介護支援専門員協会 会長 木谷牧子 氏 

12：50～ 

 14：10 

プレゼンテーション 1～7 組（１０分/１組） 

※受講生が所属している事業所の管理職にも聴講してもらう 

14：10～ 

14：20 
休憩 

14：20～ 

 15：30 

プレゼンテーション 8～14 組（１０分/１組） 

※受講生が所属している事業所の管理職にも聴講してもらう 

15：30～ 

 15：40 
休憩 

15：40～ 

 16：40 

プレゼンテーション 15～20 組（１０分/１組） 

※受講生が所属している事業所の管理職にも聴講してもらう 

16：40～

17：00 
振り返り、アドバイザー講評 

閉会の挨拶 (修了証は後日送付) 


